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『パーント・ノートン』試論

エリオットの後期作品が次第にその中心テーマを宗教

的な問題に焦点を絞ってゆき、関心の範囲を狭めていく

乙とによって考察をより深めていった乙とは、初期作品

と比較した場合により鮮明に見受けられる特徴である。

信仰による救済の可能性は既に『荒地』の中でもほのめ

かされてはいるが、それはあくまでも示唆の範囲にとど

まっており、後期作品ほどには正面から扱われていな

い。しかし『うつろな男たち』、『聖灰水曜日』を経て、よ

りその宗教的な問題が主題としてはっきりと扱われるに

つれて、初期のエリオットが『荒地』において頂点に達

した juxtapositionのような手法に対する関心はむしろ

薄れ、主題をより明確にするにふさわしい手法を使おう

とする傾向が見られるようになる。中でもエリオットが

関心を寄せたのは詩劇であり、彼は詩劇の中i乙詩の形態

の一つの理想を見いだそうとして、 f寺院の殺人』で本

格的な詩劇の創作を開始する。しかし、現実の詩車IJの持

つ限界を知った時、再びエリオッ卜は詩という枠組みの

中で、彼が寄せていた最大の関心、宗教的な瞬間をいか

に定着させるかという問題に取り組む乙とになる。本論

は、後i乙『四つの四重奏』の一つに組み込まれる乙とに

なるものの、最初は独立した詩として発表された『パー

ント・ノートン』の中でそうした問題がどのように展開

されるかを検討して行きたい。

『パーント・ノートン』の原型の一つが、劇場での上

演にはふさわしくないというプロデ、ューサー E• M.ブ

ラウンの意見に従って『寺院の殺人』の原稿から削除さ

れた詩行にある乙とは、今日ではよく知られている。乙

の間の事情について、エリオット自身が次のように述べ

ている。

There were 1ines and fragments that were 

discarded in the course of the production of 

北沢格

Murder in the Cαthedrαl. 'Can 't get them 

over on the stage'. said the producer. and 1 

humbly bowed to his judgement. However. 

these fragments stayed in my mind， and gra-

dually 1 saw a poem shaping itsel.fround them: 

in the end it came out as 'Burnt Norton.' (l) 

乙こには明らかに、エリオットが詩の最高の形態と考え

ようとしていた観念上の詩劇と、観客を前にして舞台の

上で演じられる現実の劇としての詩劇との落差に対する

エリオットの苛立ちにも似た感情が表れている。興業的

に成功したとはいうものの、英国人なら周知の史実を素

材とした歴史劇に対して喝采をおくる観客の関心が、必

ずしも作者自身のそれと一致しているとはいえない乙と

を、彼ははっきりと自覚していたに違いない。

ここで述べられている『寺院の殺人』から削除された

後、それを惜しんだ‘エリオットが多少の修正を加えた後

で『パーント・ノートン』の冒頭に使った詩行とは次の

ようなものである。

Time present and time past 

Are both perhaps present in the future~ 

Time future is contained in time past.…-
What might have been is a conjecture 

Remaining a permanenもpossibility

Only in a wor ld of speculation.. 

Footfalls echo in the memory 

Down the passage which we did not take 

Into the rose-garden. (2) 

乙れらの詩行は、本来第 1幕で第二の誘惑者が大司教ト

ーマスを誘惑する場面に使う台詞として企図された詩行

だった。第二の誘惑者は現実の権力をトーマスiζ思い出

させようとして、大司教になるために辞職した大法官の

地位の乙とを口にする。乙うしたコンテクストから考え

寸警
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ると“Whatmight have been"とは、 トーマスが大法

官にそのままとどまっていたならば得られたで・あろうも

のをさし、 「パラ園へ続く我々がたどらなかった道Jと

はそうした現実には起乙らなかった過去の誘惑をともな

う幻想をさすわけで、抽象的な表現はなされているもの

の、その後には具体的な意味が込められているのだ。未

来が過去、現在と切り離されたものでなくその延長上iζ

存在している以上、全ては過去の行為、すなわちある時

点において現実になされたものの上iζ築かれている乙と

になる。だから過去を後悔の念を持ちながら回想する乙

とはパラ園のような美しい夢を引き起乙すかも知れず、

またいかにそれが魅力的ではあっても、結局は非現実的

な可能性に過ぎないのであり、退けなければならない誘

惑なのである。乙のように考えるならば、乙れらの行が

強調しているのは再び取り戻す乙とができない過去の重

さであり、甘い回想にふける乙とが何ら肯定的な価値を

もたらす乙とのない空しい行為であるという二点であろ

つ。

乙のような読み取りが一応可能であるにも関わらず、

ブラウンは乙れらの詩行を「劇の進行と無関係である」

という理由で削除させた。その理由はいくつか考えられ

るだろうが、その最大のものは、劇を実際に見ている観

客iζ十分納得させるには乙の箇所の表現はあまりにも抽

象的すぎて、劇から浮き上がった印象を与えるという乙

とだろう。 r寺院の殺人』自体が動作が少なく、全体的
に抽象的な会話をちりばめられた作品である乙とを考慮

にいれでも、なお難解である乙と。また、第二の誘惑者

の誘惑の内容が具体的な現実の権力、地位であるのに、

それを乙うした完全に抽象化した言葉で受けようとする

のはやや無理がある乙と。さらに唯一具体的なイメージ

であるパラ園が前後の文脈と全く無関係に現れるのは、

舞台上で述べられる乙とを考えたならばかなり唐突な印

象を受ける乙とを考えると、ブラウンの削除の判断もそ

れほど批判されるべきものとはいえないだろう。

エリオットは詩におけるコミュニケーションを重視す

る結果、詩劇iζ理想的な詩の形態を見いだそうとしてい

たわけだが、現実の劇作を通して彼は早くも自分の考え

に修正を強いられることになった。なぜならば、不承不

承削除を勧めるプロデューサーの判断に従った結果、完

成した『寺院の殺人』は成功の内iζ公演を終えたからで

ある。エリオットとしても、その登場人物の役にはふさ

わしくとも劇の進行にはふさわしくない詩句を割り当て

る乙との不当さを認めざるを得なかった。(3)

作者と観客の関心のずれ、詩の最高形態であるはずの

詩劇で、十分に表す乙とのできない詩想、乙うした問題の
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解決において、劇iζ占める俳優の役割をほとんど評価し

なかったエリオットとしては、あくまで問題は詩自体の

中で解決せざるを得なかったのである。 (4)乙れに対する

エリオットの解決は、二通りの方法として現れた。第ー

は、次i乙彼が書くべき詩劇を歴史劇でなく、現代劇にす

る乙とだった。登場人物が史劇の扮装をして現れると、

その印象があまりに強すぎるために、作品の持つ主題が

設定に紛れて薄れてしまう乙とを避けようとしたのであ

る。そして、乙の登場人物の台詞に現代の会話にふさわ

しいリズムを与える乙とで、台詞の意味が観客iとより伝

わりやすくするように努めたのである。そして、もう一

つの方法が、劇詩でなく、純粋詩として彼が劇の中で書

けなかった乙とを書くという方法だったのである。

『詩における三つの声』という評論の中でエリオット

は第二の声、つまり詩人が聴衆に呼びかける声が聞乙え

る詩とは、劇場とは関係のない詩の中であり、娯楽、啓

発、説教などを目的とした社会的な目的を持つ詩である

という乙とを述べている。(5)rパーント・ノートン』の冒
頭で読者が出会うのは、まさにこの第二の声である。 F・

0・マシセンが『四つの四重奏』に散文的なものを見て

いるのは(6)、エリオットが読者に自分の思索について乙

の第二の声によって教え、理解させようとしている態度

に関連がある。 rパーント・ノートン』は時聞に関する
哲学的・抽象的な考察で始まるが、乙れには読者の関心

を、軽い衝撃と共iζ強制的iζ問題の中心にひきつける効

果への狙いが含まれている。

エリオットが自分の思索を深めながら冒頭の数行をよ

り抽象化していった過程は、 『寺院の殺人』から削除さ

れた詩行に加えられた修正からも観察できる。それを要

約するならば、難解化をさらに進めた作業ともいえるだ

ろう。大きな変更点は四箇所である。まず第一花、二文

iζ分かれていた冒頭の三行が一つの文にまとめられた乙

とと、二行目の“thefuture"が“timefutureと変え

られた点である。乙のため、現在、過去、未来という三

つが互いに関連し合っているという印象がより強くなる

と共に、三回繰り返される“time"によって、読者i乙時

という主題がより強く意識される乙とになる。残り三箇

所は原詩には存在しない新たに挿入された三つの詩行で

ある。四行自の“Ifall time is eternally present / 

All time is unredeemable."、九行目の“What

might have been and what has been/Point to one 

end， which is always present"そして“Towards

the door we never opened."であるoH1先に述べたよ

うに、原詩は劇の筋を加味して考えればある程度明確な

意味が取れるのに対し、乙れらの詩行が加えられた乙と
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iζよ.り読者の思考がたびたび中断されるだけでなく、き

わめて断定的な乙れらの新しい箇所K対して反論も含め

て読者の側もより抽象的な思考を強いられる乙とになっ

たのだ。また「たどらなかった道JI(対応して「触れな

かったドア」がパラ圏K付け加えられる乙とでパラ園の

入口の印象はより強くなるだろう。

詩劇から削除された詩行の上iζエリオットが加えた乙

のような改変の意図は、詩自体の美的効果を狙ったもの

というよりは、むしろ乙の詩で述べようとしている思索

の内容を読者にも思索させる乙とで理解させようという

側面の方が強いだろう。冒頭の箇所以外にも『寺院の殺

人』で、使った詩行のいくつかが『パーント・ノートン』

で使われている乙とからも、エリオットが純粋詩の中で

より深く思索しようとした内容が、劇詩の中で触れる、

あるいは触れようとしながら不十分に終わったものの再

考察である乙とは確かだろう。車fJではなく、詩という枠

組みの中で思索的な詩の可能性を彼が追求する以上、そ

の文体は、観客が劇を見る時とは違う意味で読者にも詩

の中K参加させる乙とを可能にするものでなくてはなら

ない。ガードナーは『パーント・ノートン』を評して、

“almost impenetrably obscure"と述べているが(8)、

その理由のーっとして、エリオット自身が詩にあえて難解な

抽象表現を使う乙とで、読者にも乙の思索iζ参加する努

力を強いていると見る乙ともできるだろう。

『パーント・ノートン』でエリオットが述べようとし

た主題を要約するならば、それは時間を考察していく乙

とにより、人聞が生活をしている現実の時間と、日常と

は別個の次元iζ存在する永遠あるいは非時間とも呼ぶべ

きものとの接点となり得る“thestill point"に到達す

る方法を探る乙とであろう。乙の詩の中で彼は、有限の

時聞に属し、かつそれによって限定された存在である人

聞が、そうした有限の世界の外にある無限の時間、一瞬

であると同時に永遠でもあるような時聞を認識すること

一一それは神の存在を認識できる乙とと言い替える乙と

もできるだろうーーが果して可能である;かどうかを考察

しようとしている。そして彼はそれが可能であると考え

るのだが、同時iζ乙のような認識はどく瞬間的な体験に

過ぎず、しばしば忘却の彼方iζ消えてしまう。それ故、

乙の詩においてエリオットはそのような体験を再検証し、

その実在を証明しようとしたので、ある。

これまでの作品の中でエリオットが乙のような宗教的

体験とも言えるような主題を扱おうとした時、彼は様々

な宗教的あるいは寓意的な表現を用いて、その体験その

ものを視覚的iζ描き出そうとしていた。 (9) じかし、 『パ

ーント・ノートン』の中で彼はそのような体験を直接正

面から細かく描乙うとするよりも、むしろその体験に至

る過程を描写しようとする。乙の詩では殉教というよう

な衝撃的な題材は扱われず、何かを思い出すという行為

の過程が繰り返される。エリオットは夕、、ンテについて論

じた評論で、次のように述べている。

The experience of a poem is the experience both 

of a moment and of a lifetime. It is very much 

like our intenser experience of other human 

beings. There is a first， or an early moment 

which is unique， of shock and surprise， even of 

terror.…・・ a moment which can never be forgot-

ten， but which is never repeated integrally; and 

yet which survives inside a deeper and calmer 

f eeling . (10) 

fパーント・ノートン』を構成しているのは、「静止点、J

K到達しようとしている乙のような「より深く冷静な感

情」なのである。非時間の体験を有限の時閣の中で定着

させようという試みは、確かにきわめて困難な乙とでは

あろうが、エリオットの場合、その方法は非常に慎重な

ものである。宗教的悦惚感のおもむくまま一気にそ乙へ

到達しようとするようなものではなく、哲学者か科学者

のようにあらゆる角度からの検証を繰り返しながら、迂

回をしながらも一歩一歩着実K接近しようとする方法な

のである。

乙のような意図のもとに、 『パーント・ノートン』は

現在、過去、未来という日常において漠然と異なるもの

として考えられている三つの時聞に関する、きわめて抽

象的な考察から始まる。エリオットは乙れら三つのもの

が関連し合ったものであると述べた後、過去のパラ固に

関する記憶への考察を始める。パーント・ノートンはエ

リオットが1934年の夏iζ友人と訪れた、グロスタシャー

州の荘園の名であり、乙のパラ園とは直接にはそ乙の庭

園をさすものだろう(]l)。詩人自身が乙の時の庭園の散策

の最中K何らかの宗教的な啓示体験をしたかどうかは不

明だが、詩の語り手は慎重iζパラ園の記憶を呼び戻そう

とする。

Footfalls echo in the memory 

Down the passage which we did not take 

Towards the door we never opened 

Into the rose-garden. My words echo 

Thus， in your mind. 

But to what purpose 

事
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Disturbing the dust on a bowl of rose-Ieaves 

1 do not know. (11. 11-18) 

しかし、乙の回想は単なる感傷的で無目的な懐古ではな

く、現実iζ体験した時には見過どしてしまったか、ある

いはあまりに瞬間的な経験であったために忘れ去ったも

のを取り戻そうという主体的な努力なのである。しかも

それは思索を深めていくという行為を伴うために、得ら

れるものは過去の体験そのものの再生というよりは別種

の体験に変貌したものであり、その意味で新しい体験に

出会うともいえる回想なのである。だからそ乙への道は

まだたどった乙とのない道であり、 ドアはまだ聞かれた

乙とのないドアなのだ。詩人の体験は“we"と一般化さ

れながらも、すぐに“Mywords"と“yourmind"に

分化して、読者を導く詩人という構図をとるのである。

乙うして詩人と読者である“we"がパラ園に入ると、

現実の世界のパーント・ノートンの庭園は次第lζ想像上

の庭園に変化してL、く。

. Through the first gate. 

Into our first world. shall we follow 

The deception of the thrush 

Into our first world. (11. 22-24) 

J最初の門」を抜けて「最初の世界」へ入り込むとい

うイメージは少年時代の記憶を連想させると共花、聖書

の楽園のイメージとも重なるだろう。ノースロップ・フ

ライは砂漠と楽園は文学と宗教の中心となる象徴である

と述べているが(12)、 『パーント・ノートンJの庭園にお

ける態度の特徴は『荒地JH:::現れるこつの庭園と比較す

るとよりはっきりわかるだろう。 r荒地』の中で、語り
手の“we"が入っていく“Hofgarten"は、 Marieとい

うど乙か神経質で無国籍的な女性と出会う場所であり、

またもう一つは、不幸な恋愛と結び付いた後悔に満ちた

場所である。

‘Y ou gave me hyacinths first a year ago; 

'They called me the hyacinth girl.' 

一一Yetwhen we came back， late. from the 

hyacinth garden. 

Y our arms full. and your hair wet， 1 could not 

Speak. and my eyes failed， 1 was neither 

Living nor dead， and 1 knew nothing. 

Looking into the heart of light. the silence. 

(“The Burial of the Dead" 11. 35-41) 
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乙の "hyacinthgarden"の記憶は、回想する乙と自

体が苦痛と無力感をもたらすような記憶であるが、 『パ

ーント・ノートン』のパラ園での事情は異なる。詩人が

“the deception of the thrush" Iζ導かれて庭園に入っ

ていくと、最初に目の前iζ広がっているのは庭園よりは

むしろ砂漠を連想させるような“emptyalley"と“dried

pool"で表される光景である。現実のパーント・ノート

ンの庭園とは、そのような第一印象を与えるような場所

だったのかも知れない{l31。乙れらは荒廃した楽園という

聖書的な象徴となっていると同時花、 『荒地』の不毛な

庭園とも共通する情景とも言える景観であろう。しかし、

すぐにその光景は一変する。

Dry the pool. dry concrete. brown edged， 

And the pool was filled with water out of 

sun1ight. 

And lotos rose. quietly， quietly. 

The surface g1ittered out of hearもoflight. 

And they were behind us， reflected in the pool. 

Then a c10ud passed， and the pool was empty. 

(11. 34-39) 

パラ園の中での一瞬の永遠の顕現は輝きに満ちた光景、

すなわち乾いた・池に太陽の光の水があふれ、そこに水蓮

の花が浮かぶという光景によって象徴的にほのめかされ

る。それは現実の光景としては、ひからびたコンクリー

トの池に太陽の光が反射して、それが水のように見えて

いるに過ぎない。雲が太陽をさえぎったならば、たちま

ちそれは元の乾いた池に戻ってしまうという、その意味

では“deceptionof thrush"同様の虚偽の情景なので

ある。しかし、つぐみの虚偽に従う乙とによってパラ園

へ入る契機がもたらされたように、乙の幻の光景も失望

をもたらすような否定的なものとしてではなく、むしろ

更なる前進を促す肯定的な価値を持つものとして受けと

められる。鳥の声が再び“Go.go. go" (11. 42) と語

り手を促しているからである。乙の点乙そ『荒地』と『パ

ーント・ノートン』の大きな違いであろう。これら二つ

の詩でエリオットは“heartof light"という共通の言

葉を使っており、乙の乙とからも両者において救済を求

める探求の旅という共通の題材が扱われている乙とが示

唆されるのだが、前者において救済が可能性として示さ

れるにとどまり、水滴の音を思わせるような隠、者つぐみ

の「虚偽Jは絶望しかもたらさず、ヒヤシンス園の思い出も忘

れ去るべきものとしか受け取れない乙とを考えると、後

者における詩人の態度には明らかな変化が見られるのだ。
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詩人がパラ園の瞬間にたどり着くのは直接体験の中で

はなく、回想の中という間接的な方法によるものであり、

またパラ園の中での「我々Jの移動が“forma1pattern" 

に従っている乙とからもその方法は一定の型iζ従ったも

のである。有限の時聞に生きる人聞がその外にある無限

を認識するための方法論が乙乙iζ展開されているのであ

る。その乙とは、“firstworld"へ入ってゆくには角を

曲がらなければならない、つまり直接到達が不可能であ

るという乙とからも読み取れるだろう。直接体験によっ

て得られたものを回想し、熟考する乙とによって、その

中iζ隠されていた意味を読み取る乙とで生まれる、体験

と思考の混ざり合った新しい経験を得る乙と、乙れがパ

ラ園の瞬間の意味であろう。乙の体験をもとに詩人は鳥

1 

運動においてもそうした規則性は観察できるのである。

寓意的な印象を与える第2章冒頭のこの15行iζ対して

は様々な解釈がなされてきたが、ガードナーも述べてい

るように 114)、必要以上に細かい分析を加えて一義的に断

定する乙とは妥当とは思えない。むしろ乙乙で注目すべ

きなのは円運動と結び付いたイメージが多く用いられて

いる乙とである。 r舞踏」、「循環j、「星の運行Jといっ
た運動が、 「車軸jあるいは「木Jを中心として行われ

ているという構図である。乙れにより宇宙もまた一定の

型を描く運動という法則に支配されている乙とが示され

る。乙れらの聞に血液、傷跡、動脈、リンパなど人体花

関係のある単語が挿入される乙とで、その宇宙的秩序の

中に人間もまた組み込まれている乙とが示唆されるので

の声にせきたてられるように次の考察へ移っていくのである。 ある。乙乙にはベノレグ、ステンが指摘するようなマクロコ

スモスとミクロコスモスの照応という古くからの着想も

E 込められているとするならば(1旬、示されているのは人間

と宇宙、有限の時間と永遠性の対比と融合であり、それ

『バーント・ノートン』の第 l部が現在、過去、未来 が「ニンニクとサファイアJ1<=代表されるような形而上

という時間の考察から、過去の再体験などの求心的な問 的奇想を並列される乙とで一層読者iζ強烈な印象を残す

題を述べていたのに対して、第2部は宇宙的規模の秩序 乙とになるのである。

の問題を扱っている。描かれる情景は小さな閉ざされた 第2部の中盤は、宇宙と秩序の中心である“thesti1l 

パラ園の世界から、はるかに広大な全宇宙を眺望するよ point of the turning wor ld"という地点を、様々な角

うな構図iζ拡大される。 度から説明しようと抽象的で散文的な詩行が連ねられて

いく。乙れは第一部でのパラ園同様に、人が永遠の存在

iζ接触できる地点である。“thestill point"という詩句

自体はガードナーが指摘しているように側、元々は彼自

身の未完の作品「コリオランjの第 1部「勝利の行進J

の中で既iζ使われている詩句なのだが、一点を中心に回

転する世界というイメージの方も『パーント・ノートンJ

以前にも『聖灰水曜日』の中で次のように用いられている。

Garlic and sapphires in the mud 

Clot the bedded axel-tree. 

The trilling wire in the blood 

Sings below inveterate scars 

Appeasing long forgotten wars. 

The dance along the artery 

The circulaもionof the lymph 

Are figured in the drift of stars 

Ascend to summer in the tree 

We move above the moving tree 

In light upon the figured leaf 

And hear upon the sodden floor 

Below， the boarhound and the boar 

Pursue their pattern as before 

But reconciled among the stars. (11. 47-61) 

第 1章の終わりで再び「可能性の過去Jと「現実の過去」

が扱われた乙とで一層強調された散文的な詩は、扱う内

If the unheard， unspoken 

W ord is unspoken， unheard; 

Still is the unspoken word， the Word unheard， 

The Word without a word the Word within 

The world and for the world; 

And the light shone in darkness and 

Against the W ord the unstilled world still 

whirled 

About the centre of the silent Word。

(V. 11. 155 -157) 

容が大きく変わるのに合わせるように、不規則ながら五 乙乙で使われている“theWord"が神と同一視すべき

行単位で押韻される叙情詩iζ変化する。パラ園での移動 ものであり、 『パーント・ノートン』において詩人が追

が“formalpattern"に従っていたように、宇宙全体の 求しようとしているものもまた、神を認識する可能性と
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言い替えても大きな違いはないように思われるにも関わらず、

p←ント・ノ一トン』の中では直接キリスト教的教義に関連す

るような語句の使用は慎重に避けられている。その代わり

に、エリオットはその地点を説明しようとして、消去法

というやはり間接的な方法で言葉を選択していく。その

結果、読者iζ示されるのは、停止でも運動でもなく、上

方でも下方でもないという漠然としたあいまいな運動の

概念、だけである。そして、乙の運動を表現するのに使わ

れるのが「舞踏Jなのだ。ダンスが読者に与えるイメー

ジとは、一定の型をつくりながら続けられる円運動で、

意識的に行われながらも音楽の進行に合わせて行われる

ために半ば無意識的にもなる運動である。乙のダンスと

いう言葉を使う乙とにより、詩人は容易には言い表せな

い「静止点Jと宇宙の、また人間との関係を読者に何と
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薄明の世界である。乙れは既iζ 『荒地』や『うつろな男

たち』の中で何度か現れている、生命力が失われた現代

世界が置かれた典型的な状況だろう。

Here is a place of disaffection 

Time before and time after 

In a dim light: neither daylight 

Investing form wi出 lucidstillness 

Turning shadow into transient beauty 

Wiもhslow rotation suggesting permanence 

Nor darkness to purify the soul 

Emptying the sensual with deprivation 

Cleansing affection from the temporal. 

Neither plenitude nor vacancy……(11. 90-99) 

かして伝えようとしている。そして乙のように追求の対

象iと対して直線的に向かうのでなく、消去法で可能性を 乙のような世界では人は時に流されていくだけであり、

一つ一つ取り除川ていくという、まるで対象の周囲を旋 永遠を認識するど乙ろか、そもそも時聞に対する意識そ

回しながら次第に半径を狭めていく手法自体が、円運動 のものが存在しない。彼らはエリオットが「超自然的な
ー(17)

にも似ているのである。その意味では詩人の手法もまた 秩序の存在を心から信じていない人間J と評したよう

「型JK従っているのである。 な人間なのだ。彼らに欠けているのは苦痛に満ちている

しかし、なおも詩人の態度は慎重である。 r静止点」 であろう“Descendlower. descend only / Into the 

がとにかく存在し、そして「我々Jがそ乙へ行ってきた world" (114-115)という行為に立ち向かう決断なので、

と強調しておきながら、それがど乙にあるかとか、どれ ある。薄明の世界から浄化の闇への下降は、煉獄を通り

くらいの期間かなどについては詩人は語る乙とはできな 過ぎるような恐怖感を伴う。しかし、それを行わない限

いと突き放す。人聞は外界を不完全な感覚を通してしか り真の救済がない乙とは『うつろな男たち』などで述べ

認識する乙とができない。しかし、詩人は有限の存在で られている乙とである。

ある人聞が永遠、あるいは神を認識する乙とは一応可能 乙のような主張からしても、乙乙で詩人は自分の体験

であると考えている。パラ園の啓示の瞬間は最初にそ乙 を述べる乙とから一歩進んで、明らかに第三者に対して

を訪れたときに直接認識する乙とができなかったものか 「静止点JR:到達するための努力を勧める呼掛けに転じ

も知れず、それは不完全な感覚のためであろう。しかし、 ている乙とがわかる。エリオットは『パーント・ノート

~ :. .'; 
‘ー

後から記憶をたど、って熟考する擦に人間が頼るものとい

えば、その不完全な感覚が知覚した直接体験しかないの

である。エリオットが「静止点J1<::対して異常なまでに

まわりくどい方法で到達しようとするのは、人聞には永

遠を直接認識できるような能力が備わっていないという

判断から来ているので、もあろうが、それでもあえてその

ような方法を選ぼうとしている乙と自体、不完全な感覚

をまったく否定しているのでなく、その不完全な感覚に

ある程度の信頼をおいているためとも言えるだろう。あ

くまで、人間の属する有限の時閣の中において永遠を認l
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ンJIζヘラクレイトスの言葉を二つエピグラフとしてつ

けているが、その二番目は『上下の道は同じものである』

という内容である。 r静止点JR:対して詩人が直進せず
迂回しながら近づ乙うとしたように、向上をめざすには

まず下降して、夜の闇による浄化を経験しなければなら

ないという逆説が語られるのである。

乙うして自らのパラ園での永遠への接触の記皆、全宇

宙の構成原理である静止点、そ乙をめざすべき下降への

決断を述べてきた詩人は、最後に芸術の永続性の問題を

考える。短い叙情詩の後、再び抽象的な議論で始まり、

識する乙と、“Onlythrough time time is conquered." rパーント・ノートン』全体で詩人が扱おうとした問題
(11. 89)という理解が詩人の根本原理なのである。 に結論を下そうとする最終部で詩人は、言葉や音楽が静

乙れを自覚した詩人は、現代社会K目を向ける。そ乙 止の状態lζ達するための条件を考える。

で描かれるのは、乙れまで述べられてきたような永遠と

の接点につながる輝かしい世界ではなく、生気の欠けた Words move. music moves 
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Only in time; but that which is only living 

Can only die. Words. after speech. reach 

Into the silence. Only by the form， the pattern 

Can words or m usic reach 

The stillness. as a Chinese jar still 

Moves perpetually in its stillness. 

N ot the stillness of the violin. w hile the note 

las旬，

Not that only. but the co-existence. 

Or say that the end precedes the beginning， 

And the end and the beginning were always 

there 

Before the beginning and after the end. 

(11. 137-148) 

ヴァイオリンの音色が響き続ける状態が静止でない理由

は、それが始まりと終わりを含む「型Jと無関係だから

である。 r型」を持った場合にのみ、始まりと終わり、
あるいは過去と未来が共存するような完結した時間と

いうものがその中iζ見いだされ得るのである。乙の世に

秩序が存在する乙とを教える乙とが芸術の機能であると

ヱリオットが考えるのは(]8)芸術の永続には「型」の存在

が大きな役割を果たしているからなのである。パラ園での

“formal pattern"、宇宙的規模で展開される“pattern"、

そして芸術を永続させるための条件である“patten"。乙

れにより有限の時の中で永遠を認識しようとする詩人の努

力は、同時に宇宙と芸術をも貫く原理につながるものであ

るという、自らの詩作を肯定するためにエリオット自身が

与えようとした保証とすら思える結論が導かれるのである。

「静止点J1<::近づ乙うとする試みは、記憶の中K隠さ

れていたものを思索によって明らかにして新たな意味を

見いだそうとする行為によって始められた。そして宇宙

を構成するー要素である人間もまたたどるべき型をその

中に見川だし、?それに従うという決意を持つ必要がある。

生命力が失われた薄明の現代K生きる人聞は、乙の煉獄

を通り抜げるような努力をしなければならない。乙のよ

うに現代において宗教が価値を持ち得るのみならず、そ

れを主題にした詩もまた価値があるという主張を、その

方法論と共K提示したのが『パーント・ノートン』なの

である。しかも、それを特定のキリスト教信仰と結び付

けて考えるのではなく、過去もと未来が同時K存在する時

間という観点から論じようとした点に、その特徴がある。

そして、乙の詩を単なる教義の解説に終わらせなかった

のは、均整の取れた構成と運動のイメージの使用で内容

に起伏を与えた点iζあるだろう。

構成についての配慮としては、全体を五部構成とし、

その内四部をほぼ同じ行数にして最終部の前に短い連を

アクセントをつけるように挿入するという、全体のバラ

ンスを配慮したものにした点がまずあげられよう。また、

第 1部から第2部、また第3部から第5部へ移る途中iζ

入れられた第2部前半及び第4部の部分的に押韻された

叙情詩は、場面の転換をより鮮やかにすると共花、読者

の思索の疲労を癒す効果も持っている。また、基本的iζ

同じ主題をそれぞれの連で様々な角度から論じている手

法は、主題を繰り返して使う乙とは音楽同様に詩におい

ても自然な乙とであるというエリオットの後の発言U9iを

既に実現しているものであり、また乙の乙とが『パーン

ト・ノートン』を発展させて『四つの四重奏J1<::しよう

とする構想につながっていくのだろう。

エリオットは『パーント・ノートン』の中に過去にの

作品の中で未解決に終わっている部分や、削除した詩行

をいくつか使用している。冒頭の原型である『寺院の殺

人』はもちろん、 『コリオラン』、『荒地』などの詩行の

使用である。乙れらの作品は似たような状況のもとに成

立した作品である。 r荒地』はパウンドの推敢によって
完成した作品であり、 『寺院の殺人』はプロデ、ューサー

のブラウンの助言を受け入れて完成しており、 『コリオ

ラン』に至っては未完成のまま終わった作品である。ェ

リオットは乙の当時、詩劇iと深い関心を持っていたため

に『パーント・ノートン』のような純粋詩を書く乙とは

むしろ例外的な乙ととも言えた。乙のため、彼はあるい

は最後の詩となるかも知れない作品の中で、過去の詩作

iと対する一つの決着をつけようという意図を含めて乙れ

らの断片を使用したのではないだろうか。

そして時には散文そのものとも思えるような視覚化の

困難な抽象的な内容を叙述するのに、静止点を中心とす

る回転運動や煉獄行きのような下降運動のように動きが

あり、かっ内容とも一致する運動のイメージを用いた乙

とで、内容に変化をもたらし、読者の理解を比較的容易

にする乙とができたので、はないだろうか。音楽における

変奏曲のように主題を様々に変形しながら、あらゆる角

度から執鋤に考察を加え、なおかつその結論を一般論化

して読者に伝えようとした点と、かつてエリオットの作

品には見られなかった構成的にも完結した作品を創造し

ようとした努力が、乙の『パーント勿ノートン』の中iζ

見事iζ結実していると言えよう。
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